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加
西
市
が
他
に
誇
れ
る
も
の
と

し
て
、
素
晴
ら
し
い
景
観
と
豊
か

な
農
業
空
間
が
あ
り
ま
す
。
た
め

池
や
里
山
の
景
観
は
お
金
で
は
買

え
な
い
市
民
共
有
の
財
産
で
あ

り
、
動
植
物
の
ゆ
り
か
ご
で
す
。

加
西
市
は
人
間
性
回
復
の
た
め
の

絶
好
の
空
間
資
源
を
提
供
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

生
活
環
境
の
確
保
、
公
害
の
未
然

防
止
、監
視
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

近
畿
自
治
体
第
一
号
と
し
て
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
本
市
が

策
定
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
加
西

の
歴
史
・
文
化
・
農
業
・
生
態
系

な
ど
に
つ
い
て
環
境
の
切
り
口
か

ら
市
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

具
体
的
に
は
食
品
廃
棄
物
を
活

用
し
た
飼
料
生
産
に
取
り
組
む
民

間
事
業
者
を
加
西
南
工
業
団
地
に

誘
致
し
た
り
、
ゴ
ミ
処
理
で
は
、

北
条
地
区
の
収
集
業
務
を
民
間
委

託
し
、
分
別
収
集
及
び
５
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
フ
ァ

イ
ン
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ペ
ア
）

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
行
政
、

市
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
環
境
意
識

を
高
め
、
環
境
負
荷
が
少
な
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
誘
導
し
、
ひ
い

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

で
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認

証
・
登
録
事
業
所
と
し
て
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
西
市

環
境
基
本
条
例
、
加
西
市
民
の
美

し
い
環
境
を
ま
も
る
条
例
の
市
民

へ
の
周
知
啓
発
を
行
い
、
良
好
な

加
西
市
環
境
基
本
計
画

条
例
強
化
等
に
よ
る
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
、
野
焼
き
の
な
い
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
及
び
斎
場
の
、
効
率
的
な
維

持
管
理
、
さ
ら
に
都
市
公
園
の
適

切
な
維
持
管
理
と
ま
ち
の
美
化
活

動
の
推
進
に
よ
り
、「
花
の
ま
ち

加
西
」
に
ふ
さ
わ
し
い
町
並
み
の

整
備
、
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。 花

の
ま
ち
加
西

環
境
と
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

て
は
財
政
に
ゆ
と
り
を
生
じ
さ
せ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。


